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１．はじめに 

当センターではこれまでに吉野地域で産出された林齢 100 年前後のスギ黒心材(以下スギ黒心材とい

う)が優れた耐朽性を有することを明らかにし、外構材への利用を提案した。そこで、抗菌性能が高い

抽出成分を多く含むことがスギ黒心材の耐朽性に影響していると考え、スギ黒心材の抽出成分量が室内

耐朽性試験における質量減少率に及ぼす影響と、一定期間屋外暴露した材の抽出成分の変化量から耐用

年数を推定するため、令和 4 年度より検討を開始した。今回は、ばく露後 1 年経過したスギ黒心材に

ついて、ばく露による試験体上端木口部分の抽出成分量の減少について、検討結果を報告する。 

 

２．材料と方法 

 年輪数 80～113(平均 90.2)のスギ黒心材 6 個体の丸太を製材し、各個体から１枚の板を選び、辺材

に近い心材部分から、45mm(T)×35mm(R)×1,020mm (L)の材を 2 本ずつ(A 材 B 材とする)採取した。

これらの材から木口断面はそのままに、繊維方向に 300mm の材を 1 本につき 3 体採取し、それぞれ 1 年、

2 年および 5 年のばく露試験に供した。また、同じ材から 1 本につき 2 体ずつ、繊維方向に 10mm の

試片を同様に採取し、抽出成分量の初期値の測定に供した。ばく露試験体は地面に対し繊維方向を垂直

にして設置した。ばく露後１年経過した 6 個体 12 体の試験体について、以下の要領で成分分析を行った。 

ばく露時の上端部木口面から 2mm を除き、続けて断面はそのままに、繊維方向に 10mm の厚さで試片

を 2 体採取した。また、試験体の中央部で厚さ 10mm の試片を 1 体採取した。次にこれら 3 試片それぞ

れについて、木口面からみて 45mm(T)の中央、35mm(R)の中央で４分割し、うち 2 体を抽出成分の

分析に供した。この 2 体を薄く切削して得た切削片を 200ml の 3 角フラスコに入れ、アセトンを注ぎ、

5 日間振とうして可溶成分を抽出し、振とう後の上澄み液をガスクロマトグラフ質量分析計で定性分析

した。切削片の質量とアセトンの体積量の割合は、初期値成分量を求める際に切削片 3g、アセトン 40ml

としたが、1 年後の試片から得られた切削片は 3g に満たなかったため、初期値と同じ割合となる量の

アセトンを注いだ。  

 

３．結果と考察 

 これまでの実験で、分析結果のトータルイ

オンクロマトグラフの保持時間(以降 R.T.と

記す)17.5～18.5 付近に出現する 2 つのピー

クで示される物質 1)は抗菌性能が高いとさ

れている。このうち、R.T.18.2 から 18.4 の

間に出現したピークについて、その Area(成

分量に相当)の相対量を丸太別、部位別に図

１に示す。この R.T.間に出現するピークの成

分量は丸太ごとに大きく異なっていた。ま

た、同じ丸太内であっても採取位置により大

きく異なる場合があった。1 年経過後の成分量についてみると、ばく露時の上端部木口から 2mm-12mm

に位置する材の成分量は各試験体とも初期値から大きく低下しており、ばく露による揮散、溶脱により

明らかな成分量の減少が認められた。続く 12mm-22mm の位置においても木口からの揮散、溶脱の影

響は及ぶが、その減少量は 12mm までと比べておおよそ半減するものが多かった。一方、ばく露試験

体の中央部では、各丸太とも初期値に近いものもあるが低い値を示すものが多かった。これは側面から

の揮散、溶脱によるものと推測された。今後は、経過年数ごとに抽出成分量と腐朽による質量減少率の

関係について検討を進め、黒心材の耐用年数を推定する予定である。  
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図１ 屋外ばく露１年経過後のスギ黒心材抽出成分の相対量 
※R.T.18.2 から 18.4 の間に出現したピークの Area 

K1,K2,K3,K4,K6,K9 は個体、A,B は同一個体中の採取部位の違いを示す。 


